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ＪＡ新潟かがやき
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ごあいさつ 

日頃、皆様方には格別のご愛顧をいただき厚く御礼申し上げます。 

 ＪＡ新潟かがやきは、情報開示を通じて経営の透明性を高めるとともに、当ＪＡに

対するご理解を一層深めていただくために、半期開示を行っております。 

 この冊子は令和 4年度上期の業績等を分かりやすくまとめたものです。皆様方から

当ＪＡの事業をさらにご利用いただくための一助として、是非ご一読いただきますよ

うお願い申し上げます。 

 今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 新潟かがやき農業協同組合 

経営管理委員会会長  伊藤 能徳 

経営管理委員会副会長 髙橋 七郎 

代 表 理 事 理 事 長    渡部 修一 

 

（注 1）記載金額は百万円単位で表示しております。 

（注 2）諸計数は、原則として単位未満を切り捨てて表示しております。よって、合計 

欄および増加欄が一致しないことがあります。 

 

ＪＡのプロフィール 

（令和 4年 9月末現在） 

◇組 織 名 称 新潟かがやき農業協同組合 

 （ＪＡ新潟かがやき） 

◇設 立   令和 4年 4月ＪＡ北蒲みなみ、ＪＡささかみ、ＪＡ新津さつ

き、ＪＡ新潟みらい、ＪＡ越後中央の５ＪＡが合併し発足 

◇本 店 所 在 地 本 店  ：新潟県新潟市西蒲区漆山 8833 

             営農経済本店：新潟県新潟市南区七軒字前 211-1 

◇組 合 員 数 59,914人 

◇役 員 数 46人 

◇職 員 数 1,524人 

◇出 資 金 129億 30百万円 

◇貯 金 高 4,298億 24百万円 

◇貸 出 金 高 1,040億 17百万円 

◇支 店 29支店 
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Ⅰ．地域貢献活動 

１．全般に関する事項 

(1) 基本方針 

当ＪＡは令和４年４月１日に、ＪＡ北蒲みなみ・ＪＡささかみ・ＪＡ新津さつき・

ＪＡ新潟みらい・ＪＡ越後中央の５ＪＡが合併し、ＪＡ新潟かがやきとして始動し

ました。ＪＡ自己改革「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」

の達成に向けて、合併により充実した経営資源を活かし、自己改革の実践を支える

持続可能な経営基盤の確立・強化に取り組むとともに、組合員との徹底した対話を

通じ、「不断の自己改革」に取り組みます。 

今後、信用事業を中心とした収益環境の悪化が想定され、一層の経営基盤強化を

図っていく必要があります。ＪＡ新潟かがやきは、地域になくてはならないＪＡで

あり続けるため、組合員・地域住民とのつながりを大切にし、農業振興と地域振興

に取り組み、ＪＡに関わる全ての人々が「かがやく」ように総力を結集し、役職員

一体となって各事業の取り組みに努めます。 

 

 (2) 経営理念 

 

   私たちは、人と恵まれた自然を大切にし、 

組合員、地域とともに農業振興と地域振興に取り組み、 

心豊かな暮らしに貢献します 

 

◆ ＪＡ新潟かがやきは、人と自然を大切にします。 

 人と人との繋がりを大切にし、農業を通じて新潟平野の緑豊かな美しい自然を次世代へつ

なぎます。 

◆ ＪＡ新潟かがやきは、農業と地域社会の発展に尽くします。 

 それぞれの地域の特色を活かし持続可能な農業を展開し、地域社会の発展に努めます。 

◆ ＪＡ新潟かがやきは、心豊かな暮らしに貢献します。 

 食と農を基軸とした協同組合としての役割を発揮し、ＪＡ総合事業を通じて組合員・地域

の皆さまとともに心豊かな暮らしの実現を目指します。 

(3) 経営方針 

 

・地域から「必要」「信頼」されるＪＡへ 

・期待に応え活力ある人材の育成へ「希望」「挑戦」 

・競争力のある事業展開へ「自信」「行動」 
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(4) スローガン 

 

 

『生きることは 食べること 支えあうこと』 

食べることは生きるために不可欠であり、人が生きていくための源である農業を支え

るのがＪＡである。また、人はひとりでは生きていけず支えあいながら生きていく。

「支えあい」の精神を持つ協同組合らしさも入れた。ＪＡが人々にとって大切な、な

くてはならない組織だということをシンプルでわかりやすい言葉で表しました。 

 

『農業で夢を 未来をかたちに』 

「農業経営育成」「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「不断の自己改革」「地

域の活性化」の要素を盛り込み、次世代の農業者に、農業に夢と希望を持たせ、その

夢の実現を支えるのがＪＡの役割である。また、農業を守り、未来の農業を創造して

いくことがＪＡの使命である。ＪＡが未来永劫、なくてはならない組織であることを

「夢」「未来」と表してスローガンとしました。 

 

(5) 組合員数・出資金 

ＪＡの構成員である組合員は正組合員と准組合員に分けられます。正組合員は農

業者等でなければなれませんが、農業者でない方も出資をすることによって准組合

員になれます。なお、当ＪＡにおける令和 4年 9月 30日現在の正組合員数は 29,6

97名、准組合員数は 30,217名であり、129億 30百万円の出資金をお預かりしてお

ります。 
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２．地域からの資金調達の状況 

(1)貯金積金残高 

組合員をはじめ利用者の皆様からお預かり

した貯金の残高は 429,824百万円(うち定期積

金の残高は 5,406百万円)となっております。 

 

 

 

３.地域への資金供給の状況 

(1)貸出金残高 

組合員をはじめ利用者の皆様への貸出金の

残高は 104,017百万円となっております。 当

ＪＡは地域金融機関として、地域社会の発展と

豊かな暮らしの実現に貢献することを使命と

考え、事業資金や個人向けのご融資に積極的に

対応しております。 

  

 

(2)農業資金取扱い状況                       (単位：百万円) 

主な資金 件 数 残 高 

農機具ローン 2,285 3,416 

担い手支援資金（アグリ 1・アグリＶ） 766 2,255 

アグリマイティー資金 485 1,469 

災害資金 643 948 

農業近代化資金 115 575 

畜産特別資金 1 18 

就農支援資金 3 4 

農林漁業金融公庫資金（転貸） 186 1,611 

合計 4,484 10,296 

 

上記のうち、農業近代化資金、畜産特別資金、就農支援資金、農林漁業金融公庫資金（転

貸）は農業制度資金といい、農業者が規模拡大や経営改善に取り組まれる場合や、新し

い分野への投資をする場合などに、必要な資金を低金利で利用できる融資制度です。 

農業制度資金には大きく分けて、国や地方公共団体が①ＪＡ等民間金融機関の資金を原

資とする貸し付けに利子補給などを行うもの、②財政資金を直接貸し付けるもの、③財

政融資資金などを原資とするものの３タイプがあります。 

区 分 残 高 

組合員等 347,083 

地方公共団体 1,144 

その他 81,596 

合計 429,824 

区 分 残 高 

組合員等 100,427 

地方公共団体 672 

金融機関 2,360 

その他 557 

合計 104,017 

(単位：百万円) 

(単位：百万円) 
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Ⅱ．財務や事業に関する開示項目 

１．金融再生法開示債権 

(単位：百万円) 

債 権 区 分 令和 4年 9月末 

破 産 更 生 債 権 お よ び 

こ れ ら に 準 ず る 債 権 
601 

危 険 債 権 302 

要 管 理 債 権 34 

正 常 債 権 103,190 

合 計 104,127 

 

 

 

２．単体自己資本比率 

 

令和 4年 3月末 令和 4年 9月末(推計値) 

16.45％ 16.49％程度 

 

(注)令和 4年 9月末の単体自己資本比率(推計値)は、令和 4年 3月末のオペレーショナル・リスク相当額、

信用リスク・アセット額、および令和 4年 9月末の自己資本額(推計値)に基づき算出しております。な

お、令和 4年 9月末の自己資本額(推計値)の算出にあたって一部の項目については、令和 4年 3月末の

旧 5ＪＡ合算額(データ)を使用しています。 

 

３．主要勘定の状況 

(単位：百万円) 

種   類 令和 4年 9月末 

貯  金 429,824 

貸 出 金 104,017 

預 け 金 299,449 

有 価 証 券 17,015 
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４．有価証券時価情報 

                      (単位：百万円) 

保 有 区 分 
令和 4年 9月末 

帳簿価額 時価 評価損益 

売 買 目 的 ― ― ― 

満 期 保 有 目 的 ― ― ― 

そ の 他 17,471 17,015 -456 

合 計 17,471 17,015 -456 

(注) 有価証券の時価は、市場価格等に基づく時価としています。 

   帳簿価額は、償却原価適用後の価額を記載しております。 

 

Ⅲ．文化的・社会的貢献に関する事項(地域との繋がり) 

(1) 文化的・社会的貢献に関する事項 

子育て支援・生活困窮者への食糧支援活動として、９月２１日新潟市南区の当ＪＡ品

質向上・物流合理化施設で贈呈式を行い、新潟県フードバンク連絡協議会へコシヒカリ

を寄贈しました。 

昨今のコロナウイルス感染症の長期化や物価上昇により、生活に困窮する家庭が増え

ている中、フードバンクや子ども食堂では支援対象者に配布する食料で特に米が不足し

ている状況にあるため、県が企業や団体に寄付を呼び掛けていることを受け、当ＪＡで

は米を寄付することを決定しました。この取り組みはＪＡ共済連新潟「ＪＡ共済の地域

貢献活動」の一環で行われた活動です。 

 

 

国内農業・農村を持続可能とするために、農業を起点としたＳＤＧs（エスディ－ジ

－ズ）に取り組んでおります。 

※ＳＤＧs（エスディ－ジ－ズ）とは、「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」の略。2015年 9

月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030アジェンダ」に記載された 2030年までに持続可能で

よりよい世界を目指す国際社会共通の目標であり、17のゴール（目標）から構成され、「地球上の誰一人取り残さな

い」ことを誓っています。 

 

 

    日本赤十字社が行っている献血会場として、各地区で当ＪＡの施設を開放しました。

また地域の方々に向けた献血への依頼も行い、多くの地域の方々と職員が献血に参加し

ました。 
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(2)利用者ネットワーク化の取り組み 

当ＪＡでは各利用者に応じてネットワークを構築し、地域社会のコミュニケーショ 

ンに寄与しております。 

 

☆年金友の会 

・当ＪＡで年金受け取りをされている受給者の皆さまのネットワークである年金友

の会で研修旅行等を行っております。 

☆女性部 

・食育の一環で、『幼児期から「ごはん食」に親しんでほしい』をスローガンに地

域の園で開催された「親子シャカシャカおにぎりつくり」の企画へ講師役として参

加、地域の園との連携にも取り組んでおります。 

☆青壮年部 

・食育の一環として、青壮年部による小学校児童への田植えから稲刈りまでの体験

授業を支援しております。 

 

 

(3)情報提供・発信活動の取り組み 

 

 毎月発行の広報誌「かがやき」や、ホームページ、ＳＮＳ(フェイスブック・ツイッター・

インスタグラム・ユーチューブ）を利用して各種情報の提供・発信に努めております。 

 合併後、地域住民向けコミュニティ誌「創刊号」を発行しました。 

 

 【ＵＲＬ】 

 ホームページ                     

 https://ja-kagayaki.or.jp/                ホームページ 

                 

 https://www.facebook.com/ja.kagayaki/             フェイスブック 
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 https://twitter.com/ja_n_kagayaki/                   ツイッター 

                    

 https://www.instagram.com/niigata_kagayaki/          インスタグラム 

                      

https://www.youtube.com/channel/UC5olSzkvlMvj2Mcn0uU1Suw     ユーチューブ 

 

 

 

 コミュニティ誌  創刊号 

 

 

 

 

JA新潟かがやき合併後初のコミュニティ誌を発行しています。 

ブランドコシヒカリ 12品目をメインに直営直売所で売っている 

「ご飯のおとも」も併せて紹介しています。 

JA新潟かがやき管内に配布される新潟日報および中央紙朝刊へ 

折り込む他、JA新潟かがやき管内かつ旧新潟市の新聞未購読世帯 

へもポスティングしています。 

JA新潟かがやきの各支店と直売所にもフリーペーパーとして、 

備え置き情報発信しています。               

https://twitter.com/ja_n_kagayaki/
https://www.instagram.com/niigata_kagayaki/
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Ⅳ．店舗体制 

 

店舗等のご案内（令和 4年 9月末現在） 

店舗名 郵便番号 所在地 電話番号 

本店 953-8503 新潟市西蒲区漆山 8833 0256-70-1500（代） 

営農経済本店 950-1298 新潟市南区七軒字前 211-1 025-373-5124（代） 

こしわ支店 953-0023 新潟市西蒲区竹野町 2456-1 0256-72-2454 

岩室支店 953-0132 新潟市西蒲区西中 658 0256-82-4121 

弥彦支店 959-0305 西蒲原郡弥彦村大字矢作 569-1 0256-94-3121 

分水支店 959-0112 燕市熊森 780 0256-97-1521 

吉田支店 959-0264 燕市吉田 2783-1 0256-93-3200 

黒埼支店 950-1122 新潟市西区木場 1601 025-377-2107 

中央支店 953-0054 新潟市西蒲区漆山 8833 0256-72-4111 

中之口支店 950-1343 新潟市西蒲区三ツ門 19-1 025-375-3101 

西川支店 959-0422 新潟市西蒲区曽根 1229-1 0256-88-3118 

燕支店 959-1289 燕市東太田 2458-1 0256-63-2113 

しろね南支店 950-1431 新潟市南区上八枚字櫛下浦 1653-1 025-371-1220 

しろね北支店 950-1407 新潟市南区鷲ノ木新田字曽根 4740-1 025-362-1360 

五泉支店 959-1862 五泉市旭町 7-8 0250-43-3961 

村松支店 959-1707 五泉市村松 1185-2 0250-58-0123 

阿賀支店 959-4403 東蒲原郡阿賀町平堀 1075 0254-92-3071 

横越支店 950-0208 新潟市江南区横越中央 1-3-18 025-385-2311 

亀田支店 950-0153 新潟市江南区船戸山 4-10-18 025-382-6366 

坂井輪支店 950-2033 新潟市西区亀貝 3068 025-269-2801 

赤塚支店 950-2256 新潟市西区山崎 1232 025-239-2011 

中野小屋支店 950-2125 新潟市西区中野小屋 938-1 025-262-2161 

内野町支店 950-2162 新潟市西区五十嵐中島 3-1-24 025-262-3151 

小針出張所 950-2022 新潟市西区小針 4-1-5 025-231-6661 

新津支店 956-0864 新潟市秋葉区新津本町 1-4-1 0250-22-3226 

荻川支店 956-0805 新潟市秋葉区中野 3-6-20 0250-22-4433 

小須戸支店 956-0101 新潟市秋葉区小須戸 636 0250-38-2124 

あがの支店 959-2063 阿賀野市土橋 297 0250-62-1000 

安田支店 959-2221 阿賀野市保田 1749 0250-68-3111 

京ヶ瀬支店 959-2123 阿賀野市姥ヶ橋 328-1 0250-67-2121 

ささかみ支店 959-1919 阿賀野市山崎 58 0250-62-2410 

ローンセンター亀貝店 950-2033 新潟市西区亀貝 3068 025-211-1666 

ローンセンター吉田店 959-0264 燕市吉田 2783-1 0256-94-7735 

 


